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退
職
後
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

─
通
訳
ガ
イ
ド
で
小
さ
な
国
際
貢
献
─

井爪 弘一

【いづめ ひろかず】1937年横浜市生ま
れ。民間会社に設計・開発技術者として
従事。後に技術サービス部門に移り数度
の海外駐在で、延べ10年にわたる外国
生活、訪問した国の数は38ヶ国に及ぶ。
息子が2人で孫1人、現在は妻と二人だ
けの生活。

現
在
の
会
に
入
会
し
た
動
機

退
職
後
に
何
を
す
る
か
？　

と
言
う
プ
ラ

ン
は
五
〇
歳
代
後
半
か
ら
、
考
え
て
い
た
こ

と
で
す
。
余
暇
時
間
の
使
い
方
と
し
て
、
現

役
時
代
に
は
時
間
の
制
約
で
観
た
く
て
も
観

る
こ
と
が
で
き
な
い
Ｔ
Ｖ
番
組
を
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
に
録
画
し
、
そ
れ
を
定
年
後
の
時
間
に

観
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
録
画
し
た
テ
ー
プ

は
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
三
箱
も
貯
ま
り
ま
し
た
。

書
籍
も
随
分
と
買
い
込
み
ま
し
た
。（
こ
の

う
ち
退
職
後
に
実
際
に
観
た
テ
ー
プ
は
五
巻

程
で
、
本
も
ツ
ン
ド
ク
状
態
で
す
。）

実
際
に
退
職
後
、
即
座
に
始
め
た
こ
と
は
、

先
ず
健
康
第
一
の
観
点
か
ら
ジ
ム
に
通
い「
筋

ト
レ
」
と
、
月
に
一
度
の
男
性
用
料
理
教

室
、
家
周
り
の
手
入
れ
で
し
た
。
在
職
中
か

ら
徐
々
に
食
事
の
量
を
減
ら
し
、
筋
ト
レ
と

の
相
乗
効
果
か
現
在
で
は
二
〇
歳
の
時
と
同

じ
体
重
に
な
り
ま
し
た
。
体
重
が
減
っ
た
こ

と
で
、
懸
垂
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
七
〇
歳

を
過
ぎ
た
現
在
も
続
け
て
お
り
ま
す
。

家
周
り
の
手
入
れ
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
何
か
社
会
に
お
返
し

が
出
来
な
い
か
を
考
え
、
在
住
す
る
市
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
覗
い
て
み
ま
し
た
が
、

主
に
体
を
使
う
労
働
奉
仕
的
な
も
の
が
多
い

等
、
活
動
内
容
的
に
も
心
の
琴
線
に
触
れ
る

様
な
活
動
が
見
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

退
職
し
て
一
年
ほ
ど
た
っ
た
頃
、
元
の
会

社
の
方
と
或
る
会
合
で
会
い
、
そ
の
方
が
行

っ
て
お
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
外
国
人

を
県
内
で
観
光
案
内
を
行
う
会
が
有
る
こ
と

を
知
り
、
活
動
の
詳
細
を
知
る
た
め
に
そ
の

会
の
月
例
会
を
覗
い
て
み
ま
し
た
。

会
の
名
称
は
「
神
奈
川
善
意
通
訳
者
の

会
」
で
す
。
も
し
こ
の
名
称
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
を

見
て
い
た
ら
、
敷
居
が
高
そ
う
で
入
る
気
に

は
な
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
ま
た
ま

私
の
場
合
に
は
活
動
内
容
を
先
に
知
り
、
興

味
を
引
か
れ
会
の
名
称
は
後
か
ら
知
っ
た
訳

で
、
幸
運
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
又
、
こ
の

会
を
通
し
て
在
職
中
に
お
世
話
に
な
っ
た
諸
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外
国
も
含
め
た
、
小
さ
な
国
際
貢
献
に
、
微

力
を
尽
く
す
こ
と
が
出
来
そ
う
だ
と
考
え
ま

し
た
。
私
自
身
も
出
張
先
の
幾
多
の
国
で
多

く
の
方
々
に
、
そ
の
国
や
町
を
案
内
し
て
頂

き
ま
し
た
。

外
国
人
の
ご
案
内
で
あ
れ
ば
、
在
職
中
に

も
何
度
か
行
っ
た
経
験
が
有
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
は
出
来
そ
う
だ
と
思
っ
た
こ
と
と
、
何

よ
り
も
会
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
“
出
来
る
人

が
、
出
来
る
こ
と
を
、
出
来
る
時
に
”
が
参

加
す
る
の
に
束
縛
が
無
い
の
で
、
こ
の
会
に

参
加
を
決
め
ま
し
た
。

又
、
会
費
は
年
六
〇
〇
〇
円
と
の
こ
と
で

私
の
許
容
範
囲
内
で
し
た
。

善
意
通
訳
者
の
会
に
つ
い
て

外
国
に
対
し
て
は
、S

ystem
atized 

G
oodw

ill G
uide

（
略
し
て
Ｓ
Ｇ
Ｇ
）
と
称

し
、
国
内
で
善
意
通
訳
者
の
会
と
称
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
名
は
、
個
人
的
に
は
何
か
し

っ
く
り
き
ま
せ
ん
が
、
現
在
の
独
立
行
政
法

人
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
が
三
〇

年
近
く
前
に
制
定
し
た
名
で
、
全
国
で
八
〇

程
の
会
が
あ
り
ま
す
。

全
国
の
主
要
都
市
や
観
光
地
に
は
、
こ
の

Ｓ
Ｇ
Ｇ
組
織
が
有
り
ま
す
の
で
、
外
国
か
ら

の
お
客
様
は
、
無
償
の
ガ
イ
ド
を
目
的
地
ご

と
に
予
約
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
し
か
し

一
般
的
に
は
国
内
外
共
に
殆
ど
知
ら
れ
て
い

な
い
の
で
、
利
用
者
が
少
な
い
の
が
難
点
で

す
。
私
の
住
む
神
奈
川
県
に
は
神
奈
川
善
意

通
訳
者
の
会
と
小
田
原
・
箱
根
善
意
通
訳

者
の
会
と
が
有
り
、
私
は
前
者
に
入
会
し
ま

し
た
。

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
か
ら
全
国
の
Ｓ
Ｇ
Ｇ
に
対
し
て

は
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
英
文
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
各

Ｓ
Ｇ
Ｇ
の
連
絡
先
を
掲
載
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

神
奈
川
善
意
通
訳
者
の
会

（
略
し
て
Ｋ
Ｓ
Ｇ
Ｇ
）
の
紹
介

こ
の
会
は
、
二
一
年
前
の
一
九
八
九
年
に

（
独
）
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）、
神

奈
川
県
、（
社
）
神
奈
川
県
観
光
協
会
、（
財
）

横
浜
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン･

ビ
ュ
ー
ロ
ー
な

ど
の
ご
支
援
を
受
け
、「
善
意
通
訳
登
録
者
」

（G
oodw

ill G
uide, 

略
称
Ｇ
Ｇ
）
個
人
の
活

動
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
為
、
一
九
八
九
年

三
月
、
神
奈
川
県
内
の
善
意
通
訳
登
録
者

有
志
八
二
名
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
、
語
学
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
前
述
し
た
会
の

モ
ッ
ト
ー
の
下
、
そ
の
会
員
の
構
成
は
現
在

一
七
〇
名
ほ
ど
で
、
五
〇
％
強
が
男
性
で
す
。

昨
年
行
わ
れ
た
横
浜
市
長
と
の
会
合
で
も
、

一
般
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
女
性
が
多

い
が
、
こ
の
会
は
男
性
が
多
い
と
驚
か
れ
た

由
で
す
。

男
性
会
員
は
定
年
退
職
さ
れ
た
方
が
多

く
、
現
役
時
代
に
仕
事
で
外
国
語
を
使
用

さ
れ
て
い
た
方
や
、
外
国
駐
在
を
さ
れ
た
方

が
多
い
の
に
対
し
、
女
性
会
員
は
学
校
の
先

生
（
現
役
及
び
Ｏ
Ｂ
）
が
多
い
様
で
す
。

対
応
可
能
な
言
語
は
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
で
す
。

●
Ｋ
Ｓ
Ｇ
Ｇ
の
主
要
な
活
動

 

次
の
五
項
目
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
観
光
ガ
イ
ド

②
通
訳

③
在
住
外
国
人
支
援
（
留
学
生
を
含
む
）

④
会
員
研
修

国
際
理
解
講
座

外
国
語
講
座
（
時
事
英
語
、
中
国
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
）

ガ
イ
ド
座
学
講
座

ガ
イ
ド
実
施
研
修

⑤
広
報

各
活
動
内
容
の
概
略
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
す
。

設立20年の記念誌
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①
観
光
ガ
イ
ド

ガ
イ
ド
は
公
共
交
通
機
関
を
使
用
し
た
昼

間
の
み
の
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
ま
す
。
車
を
使

う
場
合
或
い
は
夜
の
ガ
イ
ド
等
は
、
プ
ロ
の

ガ
イ
ド
に
お
任
せ
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ガ
イ
ド
費
用
は
無
料
で
す
が
、
ガ
イ
ド
の

自
宅
か
ら
目
的
地
の
往
復
交
通
費
、
施
設

入
場
料
、昼
食
を
共
に
し
た
際
の
食
事
代
は
、

お
客
様
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
申
込
書
に
は
、
こ
の
事
と
観
光
中

に
盗
難
や
事
故
が
有
っ
た
際
に
は
、
ガ
イ
ド

も
Ｋ
Ｓ
Ｇ
Ｇ
も
一
切
責
任
は
負
え
な
い
こ
と

を
明
記
し
、
そ
れ
を
了
承
し
て
か
ら
の
申
込

を
す
る
シ
ス
テ
ム
に
し
て
あ
り
ま
す
。
更
に
、

実
際
の
ご
案
内
開
始
に
当
た
り
、
そ
れ
を
書

類
に
し
て
お
客
様
の
確
認
サ
イ
ン
を
頂
く
こ

と
を
規
則
に
し
て
あ
り
ま
す
。（
会
員
ガ
イ
ド

の
事
故
等
不
測
の
事
態
に
対
し
て
は
、
会
で

損
害
保
険
に
入
っ
て
い
ま
す
。）

ガ
イ
ド
先
は
主
に
横
浜
・
鎌
倉
で
、
他
に

江
ノ
島
も
含
む
時
が
あ
り
ま
す
。（
こ
の
他
、

年
に
一
度
、
平
塚
七
夕
祭
の
ガ
イ
ド
が
有
り

ま
す
。）
又
、
そ
の
他
は
お
客
様
の
ご
要
望

に
応
じ
て
い
ま
す
。

横
浜
は
、
み
な
と
み
ら
い
、
山
下
公
園
、

中
華
街
、
三
渓
園
等
々
。

鎌
倉
は
、
長
谷
の
大
仏
、
鎌
倉
八
幡
宮
、

長
谷
寺
、
杉
本
寺
、
円
覚
寺
、
建
長
寺
等
々
。

お
客
様
の
ご
健
康
に
合
せ
、
健
脚
コ
ー
ス

も
有
り
ま
す
。

ガ
イ
ド
コ
ー
ス
は
ご
経
験
の
無
い
お
客
様

用
に
、
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
横
浜
・
鎌
倉

各
四
コ
ー
ス
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

ガ
イ
ド
の
申
込
は
Ｋ
Ｓ
Ｇ
Ｇ
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
の
事
が
多
く
、
他
の
Ｓ
Ｇ
Ｇ
か
ら

の
紹
介
、
自
治
体
や
大
学
か
ら
の
要
請
も
有

り
ま
す
。

お
客
様
は
個
人
客
が
主
で
す
が
、
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
で
は
ミ
シ
ュ
ラ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
ガ
イ

ド
誌
記
者
の
取
材
案
内
（
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。）、
外
国
テ
レ
ビ
局
の
取
材
案
内
、
日
蓮

宗
カ
ナ
ダ
支
部
ご
一
行
の
鎌
倉
日
蓮
宗
寺
め

ぐ
り
案
内
（
各
お
寺
で
こ
の
方
達
が
“
南
無

妙
法
蓮
華
経
”と
お
経
を
唱
え
た
。）等
の
他
、

毎
年
恒
例
の
県
内
在
住
の
大
学
や
大
学
院

の
外
国
人
留
学
生
及
び
そ
の
家
族
の
鎌
倉
案

内
（
こ
の
時
は
学
生
さ
ん
の
お
寺
の
拝
観
料

は
Ｋ
Ｓ
Ｇ
Ｇ
が
負
担
し
て
い
ま
す
。）、
米
国

の
洋
上
大
学
（
学
生
や
院
生
が
、
客
船
で

世
界
を
寄
港
し
な
が
ら
、
船
中
で
授
業
を
行

う
。）
が
、
横
浜
港
に
寄
港
し
た
際
の
鎌
倉

案
内
（
こ
の
時
は
禅
寺
で
の
座
禅
体
験
も
組

み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。）。
湘
南
国
際
村
で
行

わ
れ
る
国
際
学
術
会
議
参
加
者
と
、
そ
の
ご

家
族
の
鎌
倉
案
内
、
等
々
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）、
海
外
技
術
研
修
協
会
（
Ａ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
）、

日
本
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
の

研
修
員
、
そ
の
他
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
フ
ィ
リ

ピ
ン
か
ら
の
介
護
士
研
修
生
、
等
の
鎌
倉
ガ

イ
ド
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
Ａ

Ｏ
Ｔ
Ｓ
の
ご
案
内
は
毎
月
週
末
に
限
定
し
て

行
わ
れ
ま
す
が
、
多
い
時
に
は
一
度
に
七
〇

名
超
も
の
参
加
者
に
な
り
ま
す
。）

年
間
の
お
客
様
人
数
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ａ

Ｏ
Ｔ
Ｓ
を
含
め
約
一
〇
〇
カ
国
、
千
人
程
度

で
す
。

②
通
訳

ａ
）
観
光
庁
が
み
な
と
み
ら
い
地
区
で
行
う
、

“
よ
う
こ
そ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ト

商
談
会
”（
外
国
の
旅
行
業
者
に
対
し
て
、

国
内
各
地
の
ホ
テ
ル
・
鉄
道
・
観
光
バ

ス
・
観
光
施
設
等
々
が
、
お
客
誘
致
の

売
込
み
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
詳
し
い
商

談
に
な
る
こ
と
も
有
り
ま
す
。）

ｂ
）
横
浜
防
災
訓
練

ｃ
）
外
国
の
商
工
会
議
所
と
日
本
の
受
け
入

れ
側
と
の
食
事
会

ｄ
）
外
国
の
小
中
学
校
先
生
方
や
、
生
徒

達
の
日
本
の
小
中
学
校
授
業
参
観

ｅ
）
横
浜
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア
（
こ
れ

に
は
Ｋ
Ｓ
Ｇ
Ｇ
と
し
て
も
出
展
し
て
い
ま

す
。）

ｆ
）
そ
の
他
、
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
外
国

に
嫁
い
だ
日
本
女
性
の
、
お
子
さ
ん
が
母

方
の
実
家
訪
問
さ
れ
た
時
の
通
訳
や
、
鎌

倉
八
幡
宮
で
神
前
結
婚
式
を
挙
げ
た
い
と

希
望
す
る
外
国
人
留
学
生
カ
ッ
プ
ル
の
、

神
社
と
の
事
前
協
議
と
挙
式
当
日
の
通
訳

や
、
横
浜
市
が
招
い
た
中
国
雑
技
団
の
街

頭
公
演
時
の
通
訳
、
等
々
が
有
り
ま
す
。
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③
在
住
外
国
人
支
援

ａ
）
留
学
生
が
作
成
す
る
日
本
語
論
文
等
の

文
字
と
文
章
の
添
削
（
内
容
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。）

ｂ
）
留
学
生
や
そ
の
家
族
、
そ
の
他
の
外
国

人
に
対
す
る
日
本
語
指
導
（
読
み
、書
き
、

話
す
。）
及
び
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
（
近
隣

の
人
々
と
の
交
流
通
訳
、
買
物
同
行
等
。）

　
　

時
に
は
“
着
物
の
着
付
け
と
、
書
道
の

集
い
”
も
行
い
、
参
加
さ
れ
た
女
性
の
外

国
人
達
に
、
会
員
の
持
参
し
た
和
服
を
着

て
着
物
姿
を
体
験
し
て
も
ら
う
。
半
紙
に

墨
筆
で
漢
字
や
ひ
ら
が
な
を
、
会
員
指
導

員
の
助
け
を
得
て
書
き
、
両
方
と
も
非
常

に
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
ま
す
。

④
会
員
研
修

横
浜
・
鎌
倉
を
主
に
、
実
地
研
修
と
会

員
向
け
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
編
纂
・
発
行
を
行
っ

て
い
ま
す
。

実
地
研
修
で
は
、
知
識
豊
富
な
会
員
に
よ

る
新
入
会
員
に
対
す
る
詳
細
な
歴
史
の
説
明

等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
理
解
講
座
と
し
て
会
の
月
例
会
に
外

国
人
を
招
き
、
そ
の
国
の
事
や
生
活
、
そ
の

他
に
つ
い
て
英
語
で
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
ま
で
に
五
〇
ヶ
国
以
上
の
方
々
を
、
お
招

き
し
ま
し
た
。

百
科
事
典
やW

ikipedia

で
は
知
り
え
な

い
内
容
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

講
師
は
会
員
が
探
し
て
交
渉
し
、
来
て
頂

き
ま
す
。

⑤
広
報

ａ
）
毎
月
の
会
報
編
集
と
発
行

ｂ
）
会
報
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
原
稿
の

決
定
と
、
そ
の
英
訳

ｃ
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
会
の
存
在
と
活

動
内
容
と
を
、
国
内
外
へ
広
く
知
っ
て
頂
く

唯
一
の
手
段
で
す
。
こ
の
制
作
・
運
営
は
広

く
会
員
か
ら
募
集
し
、
応
募
さ
れ
た
会
員
有

志
が
チ
ー
ム
を
作
り
、
会
の
購
入
し
た
ソ
フ

ト
を
使
い
制
作
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
様
な
作
業
は
若
い
方
々
は

お
得
意
で
す
が
、
そ
の
様
な
方
々
は
時
間
が

無
く
、
時
間
の
取
れ
る
退
職
者
主
体
で
や
っ

て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
方
に

イ
ン
パ
ク
ト
の
有
る
外
観
と
内
容
に
す
べ
く
、

制
作
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
現
役
時
代
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
メ
ー
カ
ー
で
設
計
を
さ
れ
て
い
た

方
の
ご
指
導
を
仰
い
だ
り
、
画
面
の
配
置
や

色
を
芸
大
ご
出
身
の
講
師
か
ら
の
講
演
を
受

け
た
り
し
て
い
ま
す
。

又
、
出
来
上
が
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、

実
際
に
外
国
で
外
国
人
に
そ
の
方
の
視
点
か

ら
見
て
頂
き
、
そ
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

も
し
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
会
員
の
方
々

の
世
界
各
地
に
住
む
外
国
人
の
友
人
達
に
な

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ガ
イ
ド
申
込
は
、

各
曜
日
を
七
名
の
会
員
が
分
担
し
て
、
一
年

三
六
五
日
外
国
か
ら
の
ご
要
求
に
答
え
て
お

り
ま
す
。

会
の
詳
細
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
次
の
Ｋ
Ｓ
Ｇ
Ｇ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

U
R

L

：http://w
w

w
.ksgg.org/

各
地
の
Ｓ
Ｇ
Ｇ
詳
細
を
ご
覧
頂
く
際
に

は
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
各
地

の
Ｓ
Ｇ
Ｇ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
入
れ
る
様
に
な

っ
て
い
ま
す
。

U
R

L

：http://w
w

w
.jnto.go.jp/

上：ガイドを行う筆者
下：会のメンバーによるガイド
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現
在
の
心
境

こ
の
会
に
入
会
し
た
当
初
に
、
横
浜
・
鎌

倉
の
分
厚
い
和
英
対
比
ガ
イ
ド
テ
キ
ス
ト
を

頂
き
、
こ
れ
を
全
部
覚
え
る
の
か
！　

こ
れ

は
大
変
だ
！　

自
分
に
出
来
る
か
な
と
、
途

方
に
暮
れ
た
時
も
有
り
ま
し
た
が
、
会
員
研

修
に
参
加
し
た
り
す
る
う
ち
に
、
毎
月
そ
れ

ぞ
れ
一
度
ず
つ
行
わ
れ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
Ａ
Ｏ

Ｔ
Ｓ
の
お
客
様
の
鎌
倉
案
内
な
ら
、
ガ
イ
ド

と
し
て
参
加
さ
れ
る
会
員
も
多
い
の
で
、
テ

キ
ス
ト
を
全
部
覚
え
て
い
な
く
て
途
中
で
つ

か
え
て
も
、
他
の
会
員
の
ヘ
ル
プ
が
得
ら
れ

る
の
で
、
先
ず
は
こ
れ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

実
際
に
ガ
イ
ド
を
行
う
と
結
構
な
歩
行
数
で
、

運
動
に
も
な
り
健
康
増
進
に
も
役
立
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

横
浜
山
手
の
外
人
墓
地
研
修
で
は
、
通

常
は
入
れ
な
い
墓
地
の
中
に
入
れ
て
頂
き
、

国
に
よ
り
異
な
る
十
字
架
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

（
筆
者
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ロ
シ
ア
と
で
は
、

墓
石
の
十
字
架
形
状
が
全
く
異
な
る
こ
と
や
、

同
じ
英
国
で
も
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
の
墓
は
異

な
る
こ
と
を
、
こ
の
研
修
で
初
め
て
知
り
ま

し
た
。）

実
際
に
外
国
人
の
ガ
イ
ド
を
行
う
と
、
ど

う
し
て
も
“
日
の
丸
”
を
背
負
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

私
個
人
と
し
て
鎌
倉
ガ
イ
ド
で
は
、
お
客

様
に
“
神
風
”
の
起
源
に
つ
い
て
語
り
、
理

解
を
得
る
様
に
し
て
い
ま
す
。（
円
覚
寺
建

立
と
も
関
連
し
ま
す
。）

先
輩
会
員
の
方
々
に
月
例
会
、
研
修
会
、

ガ
イ
ド
で
何
度
か
お
会
い
し
、
そ
の
人
間
性

の
良
さ
か
ら
、
こ
れ
な
ら
長
く
お
付
合
い
出

来
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

退
職
し
て
一
年
も
過
ぎ
る
と
、
あ
ま
り
新

し
い
こ
と
を
考
え
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
会
に
入
り
ガ
イ
ド
と
し
て
必
要
な
知
識
を

覚
え
る
必
要
が
有
り
、
特
に
英
語
で
の
神
社

仏
閣
の
説
明
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
は
全

く
使
用
す
る
こ
と
の
無
か
っ
た
単
語
も
覚
え

た
り
、
歴
史
を
勉
強
し
た
り
し
て
頭
を
使
う

こ
と
が
増
え
、
頭
の
活
性
化
に
も
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
会
の
第
三
世
代
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

制
作
に
も
関
わ
り
、
現
役
時
代
に
経
験
し
た

こ
と
の
無
い
未
知
の
Ｉ
Ｔ
世
界
を
、
そ
れ
な

り
に
勉
強
も
し
て
久
し
振
り
に
頭
の
中
を
血

が
循
環
し
て
い
る
感
じ
を
得
た
り
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ガ
イ
ド
申
込
の
担

当
を
す
る
こ
と
で
、
見
知
ら
ぬ
外
国
人
か
ら

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
ー
ル
に
対
し
て
、
現

役
時
代
同
様
の
緊
張
感
を
持
ち
対
応
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
は
結
構
難
し
い
こ
と
で

す
が
、
一
件
終
え
る
度
に
達
成
感
を
味
わ
い
、

体
を
ス
ト
レ
ッ
チ
で
伸
ば
し
た
時
の
様
な
心

地
良
さ
を
頭
の
中
で
体
感
し
て
い
ま
す
。
ガ

イ
ド
を
す
る
お
客
様
に
は
一
期
一
会
の
精
神

で
接
し
て
い
ま
す
。

先
輩
会
員
の
中
に
は
、
身
体
の
不
調
か

ら
屋
外
で
の
ガ
イ
ド
は
出
来
な
く
な
っ
て
も
、

在
住
外
国
人
へ
の
日
本
語
支
援
を
行
っ
て
い

る
方
も
お
ら
れ
ま
す
し
、
ガ
イ
ド
を
さ
れ
る

お
客
様
へ
の
お
土
産
と
し
て
、
折
紙
人
形
を

作
っ
て
下
さ
る
女
性
会
員
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

会
に
は
語
学
サ
ー
ク
ル
も
有
り
、
八
〇
歳

を
過
ぎ
て
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
や
中
国
語
に
挑

戦
さ
れ
勉
強
さ
れ
て
い
る
先
輩
会
員
も
お
ら

れ
、
元
気
付
け
ら
れ
ま
す
。

私
も
こ
の
会
で
長
く
国
際
貢
献
に
微
力
を

尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

女性会員によるガイド


